	開催日時
	平成23年11月25日（金）午後７時から午後９時１２分　　　　天気　くもり

	場所
	共和集会所

	町民参加者
	男13人　女7人　（40代以下　1人、50代　0人、60代以上　19人）　計20人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、都市整備課長、定住対策室長、生涯学習課長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案
≪テーマ：防災関係≫
　○最近のゲリラ的豪雨のような場合、少しでも人間が手を加えれば防ぐことができる災害がかなりあると感じている。例えば、側溝が溢れて車道を雨水が流れてしまい、その先で畑に入ってしまっていたが、少し流れを変えてやったら溢れなくなったということがあった。何でもかんでも町に言ってやってもらうということではなく、自分たちで災害を最小限に食い止めるということが大切だと考えている。
　○共和小学校の跡地利用について、連合自治会長名で要望を出している。町はどのように対応す
るか。
　○大雨で御殿場線が不通になると、町職員で登庁できない人が何人も出ると聞いた。歩いてでも
登庁できる職員を採用する必要もあるのではないか。
　○共和地区は災害時に孤立する危険性が高い。普段からブルーシートの裏面などにＳＯＳと書か
れたものや人数を表示するものなどを防災倉庫に用意しておいてはどうか。
　○土のうを積もうと思っている。土のう袋は支給してもらえるのか。
≪テーマ：定住≫
　○共和小学校の跡地は、使わないでいるとどんどん荒れてしまうので、何とか地域に下して自由
に使えるようにしてもらいたい。
　○山北駅周辺は、建物も含めて活気がない。
≪テーマ：その他≫
　○固定資産税納付通知書に合わせて、地目別の評価表も同封されてくるが、共有地については全員に送付する必要はない。
　○老人会に貸し出す町の中型バスは、役場の始業時間から終業時間までしか運行できないので、利用が不便だ。
○大雨の影響で御殿場線が国府津－松田間で折り返し運転となり、山北まで来ないことが度々あった。大変不便である。
　○簡保跡地の活用として、地域では、つぶらの紅枝垂れの里という発想もしている。是非知恵を
発揮する場を作っていただきたい。
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